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モンゴル土木学会年次大会　参加報告

　2016年6月9～10日、モ ン ゴ

ル・ウランバートル市におい

てモンゴル土木学会（MACE）

年次大会が開催され、国際

企画の一環として行われた

ジョイントセミナー「大規模

事業のマネジメント」と円卓会議「BIM（Building Information 

Modeling）」に、国際センター・国際交流グループから2名が参

加したので、その概要を以下に報告する。

　モンゴルは、草原の国で、橋やトンネルといった土木構造物の

建設機会が少ないためか、参加者の多くは建築技術者であり、冬

が長く厳しいことによる工期短縮技術、冬期施工技術、資機材調

達における脆弱な物流条件の考慮、まれに発生する地震へ対応等

の要望や課題があり、外国企業との連携による先端技術の導入に

関心が持たれている。

　急増するウランバートルの建築物等の耐震化をキーワードに

モンゴル企業と日本企業が連携を強め、モンゴルの建築物の一層

の高層化、耐震化、施工時の生産性向上が図られることになれば、

モンゴル、日本双方にとってメリットは大きい。今後、こうした

分野を含め、関係機関の間で協力の具体化に向けた議論が継続

することが期待される。

（中洲啓太氏の「国際センター通信」第48号寄稿文をもとに事務

局にて作成した。）

2016年度 土木学会全国大会における 
国際関連行事の概要紹介

　国際センターは、特別討論会「これからの我が国の国際貢献に

ついて」（建設マネジメント委員会と共催）、国際ラウンドテーブ

ルミーティング（RTM）「建設システムの変革に向けたCIMへの

期待」に加え、インターナショナルサマーシンポジウム（国際セッ

ション）、国際若手技術者ワークショップ、ネットワーキングレ

セプションおよびテクニカルツアーを実施した。

　7か国・地域から参加があった。特別討論会やRTM、サマー

シンポジウム、国際若手技術者ワークショップ等の行事単位で

みると、参加者数はほぼ例年どおりであった。若手技術者ワー

クショップへの日本人の参加は皆無であったが、せっかくの機

会であるので、来年はぜひ参加していただきたい。テクニカル

ツアーについては、留学生等からも参加の希望が多く寄せられ

ていたため、海外ゲストと別行程を組み実施した。海外ゲスト

は、早朝仙台を出発し、宮城県女川町の震災復興事業を視察し、

帰路、石巻市の日和大橋経由で仙台に戻り津波避難タワーなど

を視察した。一方、午後に出発する留学生グループは、東北大学

災害科学国際研究所、仙台市津波避難タワー、仙台国際空港な

ど仙台市内の各所を視察した。あいにくの雨ではあったが、参

加者には満足いただ

けたと自負している。

（土木学会誌2017年1月

号付録の全国大会報告

記事もご覧ください。）

国際センターが企画する2016年度のイベント（行事）については、以下のURLでアクセスし、「イベント情報＆開催報告」をご

覧ください。
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